
【森の学校～４年生】
６月６日，７日に，「森の学校」を行いました。両日共に天候に恵まれ，

初日の氷ノ山登山，野外炊飯を元気いっぱいに活動しました。
１日目は，木漏れ日に包まれ，木々の間を吹き抜ける心地よい風に背中

を押されながら，氷ノ山の頂上をめざしました。その夜の「森の集い」で
は，キャンドルサービスでろうそくの炎を見つめながら，友情・努力・協
力・挑戦を確かめ合いました。

２日目は響の森で，氷ノ山をイヌワシの目線で見るなど，短時間でしたが，とても有意義な時間を過ごし
ました。その後の野外炊飯では，火起こしや飯盒で炊くご飯に四苦八苦し，煙に目をウルウルさせながら作
ったカレーライスの味は格別でした。「進んで」「きまりよく」「力を合わせて」の３つのめあてのもと，子ど
もたちは素晴らしい体験をすることができました。この「森の学校」で学んだことを活かし，互いに手を取
り合い，協力し合ってさらに成長してくれるものと思います。

険しい山道もなんのその！ 頂上でのお弁当～おいしい！ 野外炊飯～火起こしは難しい…

子どもの広場

【日本の伝統音楽に触れて】
毎年，６年生の音楽で，箏の

学習をしています。今年も，佐
々木恭子先生を講師にお迎えし
て，学習を深めました。箏は爪
をつけて演奏します。子どもた
ちにとっては，なかなか難しい
ようでしたが，回を重ねるごと
に，趣ある箏の音色が響くよう
になりました。
今年は佐々木先生の箏だけで

なく，棚橋恭子さん（ビオラ），
中島寄惠さん（チェロ）の演奏
も鑑賞しました。朗読を取り入
れるなどの趣向もあり，和楽器
と洋楽器の音色が響き合う鑑賞
会になりました。

【歯と口の健康を】
６月１３日，学校歯科医大草

先生の協力のもと，「歯肉炎」を
テーマに５年生の保健学習を行
いました。歯垢に潜んでいる細
菌を顕微鏡で観察したり，各自
が鏡を見ながらじっくりと歯肉
の状態を観察したりしました。
また，歯科衛生士さんに歯肉

の状態を診てもらい，自分の歯

肉の健康状態を把握することが
できました。そして，歯肉炎予
防のために，自分の歯並びにあ
ったブラッシングのコツを学び
ました。改めて歯と口の健康の
意識を高める学習となりました。

【防災避難訓練】
６月１２日，火災を想定した

避難訓練を行いました。子ども
たちは，ハンカチで口を押さえ
ながら「お・は・し・も」を合
い言葉に真剣に避難することが
できました。そして，湖山消防
署の消防士さんに避難の仕方や
火事の恐ろしさについてのお話
を聞いた後，学級でも様々な場
所でどのような避難の仕方をし
たらよいか話し合いました。
また，低学年は初めて煙体験

を行い，煙によって視界が遮ら
れたときの避難の仕方を学びま
した。子どもたち自身が日頃か
ら「自分の命は自分で守る」と
いう意識をしっかりもち続けら
れるよう，今後も安全指導に力
を入れていきたいと思います。

改修工事についてお知らせ
校舎改修の工期が，ほぼ確定
しましたので，中間報告をさせ
ていただきます。
①中央棟改修
１ F：事務棟・給食センター
２ F：小中学校図書館
３ F：多目的ホール
工期 平成２５年１０月～
平成２６年１月（最長４ヶ月）

②体育館改修
工期 平成２５年１１月中旬～
平成２６年２月中旬

（最長３ヶ月）

上記の工期中は，給食，授業
（体育），行事等で，保護者の
皆様にも多大なご迷惑をおかけ
することになりますが，何とぞ
ご理解とご協力をお願いいたし
ます。また，詳細が決定しまし
たら，皆様にお知らせいたしま
す。
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